
1/18　小西文子さんが百寿
100歳の誕生日を祝って
　小西文子さんが満100歳の誕生日を迎えられました。おめでとうございます。
　贈呈式には、遠方に住む妹さんがサプライズで登場し、小西さんの喜ぶ姿が見
られました。以前は雑貨店を営み、手先が器用で編み物をよくしていたという小
西さん。ご家族から、とても前向きで弱音を吐かない人だと教えていただきました。
　町からは敬老祝金とお祝状、社会福祉協議会からは花束が贈られました。

　九州共立大学の小島治幸名誉教授を講師に招き、中央公民館で催しました。
　約70人が参加して、「福岡県のなぎさ」をテーマに、三里松原海岸をは
じめとする福岡県内のなぎさの変遷や、魅力的と評価されるなぎさには
どのような特徴があるかを学びました。参加者からは「なぎさの実態に
ついて勉強になった」などの声が聞かれました。

1/20　環境問題講演会
魅力あるなぎさを未来へ引き継ぐため

1/26　小中学校で地産地消の給食を提供
地元の食材、盛りだくさん！
　１月23日から26日まで、全国学校給食週間に合わせて給食の歴史や郷土
料理を学ぶ給食を子どもたちに提供しました。今年は、１月26日を�「岡垣の日」
として、岡垣町産のお米や野菜をたくさん使った給食を提供しました。献立の一
つ�「岡垣サンサンサラダ」の名称は、小学生から募集しました。太陽の恵みを浴
びた野菜たっぷりのサラダは、レモンが香る爽やかな味付けで大好評でした。

▲当日の献立。左から「波津ご飯」「岡
垣サンサンサラダ」「水炊き風汁」

　令和６年能登半島地震による被災者を支援するため、岡垣町寿会連
合会から義援金を寄付していただきました。同会の皆さんは被災地や
被災された人たちへの思いを話されました。
　この義援金は、日本赤十字社を通じて、被災地の人々の生活支援に
役立てられます。

1/24　岡垣町寿会連合会が義援金を寄付
被災地復興の願いを込めて

2/9　安河内哲也さんが岡垣町を訪問
英語教育の充実に向けて
　岡垣町のふるさと大使で英語教育アドバイザーの安河内哲也さんが来町しまし
た。安河内さんは町内の各中学校で、生徒たちが楽しく学習
内容を覚えられるようペアワークなどを取り入れた授業を実
施。生徒たちは、終始笑顔で授業を受けていました。町では
引き続き、英語教育の充実に向けた取り組みを進めていきます。
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すばらしい思い出をありがとう !!
❤❤子供たちの笑顔と笑い声が幼稚園にはあふれています❤❤

幼稚園にご興味の方、幼稚園へご連絡を !!
新園舎完成 !! あそびに来てね !!

　長谷川勝さんが満100歳の誕生日を迎えられました。おめでとうございます。
　贈呈式が始まるとうれしさのあまり涙を流された長谷川さん。長生きの
秘訣は「農家に生まれ、足腰が強かったから」とのことでした。子どもの運
動会を見に行ったことが家族との一番の思い出だそうです。
　町からは敬老祝金とお祝状、社会福祉協議会からは花束が贈られました。

2/9　長谷川勝さんが百寿
100歳おめでとうございます

　（公社）若松法人会から町に10万円相当の図書を寄贈していただきました。
　同法人は社会貢献事業の一環としてチャリティイベントなどを行い、学校
や公共施設に図書を贈る活動をされています。
　今回寄贈いただいた図書は、山田小学校で大切に活用させていただきます。

2/6　（公社）若松法人会が町に図書を寄贈
豊かな地域社会の実現に向けて

1/26　岡垣町母子寡婦福祉会が義援金を寄付
被災地の復興を願って
　令和６年能登半島地震による被災者を支援するため、岡垣町母子寡
婦福祉会から義援金を寄付していただきました。同会会長の平田玲子
さんは�「被災地の一日も早い復興を願っています」と話されました。
　この義援金は、日本赤十字社を通じて、被災地の人々の生活支援に
役立てられます。

2/27　第96回選抜高等学校野球大会に出場する西村壮さんが町長を訪問
いざ、甲子園の舞台へ
　春の甲子園に九州地区代表として選出された東海大学付属福岡高等学
校の西村壮さん（１年生）が、町長と教育長に出場を報告しました。
　九州地区大会で１年生ながら投手として登板した西村さん。大会に向け
て、「マウンドに立てたら、平常心を保ってプレーしたい」と話してくれました。
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